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活動を終えたボランティアさんをお見送りするのもスタッフの大切な仕事

志賀町災害ボランティアセンター
に関する情報はwebから

https://shika-shakyo.jimdofree.com/

発行・編集 社会福祉法人 志賀町社会福祉協議会

この機関紙は、共同募金助成金事業
によって作られています。

赤い羽根共同募金

志賀町災害ボランティアセンター
の最新情報をフェイスブックで発信しています

https://www.facebook.com/
profile.php?id=61555475698199
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【街頭募金】どんたく高浜店、ロッキー志賀の郷店にて実施【学校募金】福祉教育の一環として町内の学校にて
募金活動を実施【職域募金】石田工業、長根尾電気商会、石川サンケン、石川サンケン志賀工場、北陸電力、JA
志賀、志賀町職員互助会、志賀町社会福祉協議会にて実施【イベント募金】志賀フェス、JA志賀展示会、和牛
フェス、てんと市各会場にて参加者の方に呼びかけを実施【募金箱設置・寄付等】下記の町内61カ所に募金箱
を設置させていただきました。いこいの村能登半島、大和ハウス工業、ロイヤルホテル能登、能登ゴルフ倶楽部、花
のミュージアムフローリィ、アリス館志賀、志賀町役場、志賀町文化ホール、とぎ地域福祉センター、アクアパーク
シ・オン、みちのえき旬菜館、道の駅とぎ海街道、富来B＆G海洋センターフレア、JA志賀（中央支店・富来支店）、
北國銀行（高浜支店・富来支店）、のと共栄信用金庫（高浜支店・富来支店）、富来病院、向クリニック、高浜郵便局、
堀松簡易郵便局、上熊野郵便局、土田郵便局、下甘田郵便局、福浦郵便局、三明郵便局、富来郵便局、稗造簡易
郵便局、西増穂郵便局、西海郵便局、西浦郵便局、どんたく高浜店、ロッキー（志賀の郷店・富来店）、BOOK'S北市、
市左衛門、ますもと酒店、カフェードくっぺ、花や249、ドライブインのうみ、8番らーめん高浜店、8番らーめん富来店、
PATISSERIE SUCREPLAGE、ショッピングモールアスク、トギストアー、てらおか風舎、ブラッスリーたかやま、はまの
デパート、八幡屋、いさりび菊や、エビス屋、花よし、とよ島、西海丸、やすらぎ荘、シルバーハウス、志賀町社会福祉
協議会（本所・支所）、匿名一件　ご協力いただいた方々の温かいお気持ちに感謝いたします。　　（敬称略、順不同）

令和５年度 赤い羽根共同募金 総額1,752,000円
ご協力をいただきありがとうございました。

今後とも赤い羽根共同募金活動へのご理解とご協力をいただきますようお願い致します。

募金総額
1,752,000円

募金箱設置
寄付等 136,767円

イベント募金 32,956円

戸別募金 1,416,650円

職域募金 70,265円

学校募金 74,305円

街頭募金 21,057円

赤い羽根共同募金の大半を占める
募金で、区長さんを通じて皆さまに

ご協力いただいています

学校募金に参加した富来小学校
代表委員会の飯山希和委員長（左）と

大谷羽那副委員長

●ご協力いただいた皆さま



https://shika-shakyo.jimdofree.com/ ボランティア活動について▶

被災者の不安や悩みに寄り添いながら
ボランティア活動のサポートを行なっています。

志賀町社会福祉協議会が主体となって「志賀町災害
ボランティアセンター」を開設・運営しています。
　支援ニーズとボランティア間の調整・生活福祉資金

の貸付・仮設住宅やみなし仮設住宅入居者の支援等

やらなくてはならない課題は山積していますが、現在は

まず災害ごみを片付けて、生活の再建をスタートさせる

ことに主眼をおいて活動しています。

　地元社会福祉協議会にしかできないことはなにかを

常に考え、あくまでも「被災者中心」の支援を行うため
の「志賀町災害ボランティアセンター」です。

　令和６年能登半島

地震において被災され

た皆様に、心よりお見

舞いを申し上げます。

　能登地方全体に甚大

な被害を与えた地震により、私たちの町も大きな被害

を受けました。災害時には福祉サービス利用者や災害

時要援護者をはじめとして、多様な福祉的・生活的な

支援が必要とされます。これらの活動は平時の活動と

同様に、地域に密着した取り組みが基本となるため

依頼内容・活動場所・連絡先等を電話にてお伝え下さい

志賀町災害ボランティアセンター

受付時間／平日9：00～15：00（土日祝日を除く）
※ボランティア活動のお申し出（軽トラ持込み大歓迎）も受け付けています。
　詳しくは志賀町災害ボランティアセンター特設サイトをご覧ください。

090-7957-6653 090-8261-1021ニーズ受付

災害ごみ仮置場へ

依頼者からの申込

ニーズ班受付

現地調査

技術型ボランティア派遣
（重機利用）

1 道路の啓開
2 危険なブロック塀等の解体
3 危険な家屋内の荷物の運び出し

一般ボランティア派遣
（軽トラ利用）

1 家屋の掃除・瓦礫の撤去
2 崩れたブロック塀や瓦の搬出
3 安全な家屋内の荷物の運び出し

一般ニーズ 技術型ニーズ

震度7を記録した志賀町も被害は甚大でした。
町のほとんどで断水。インフラも大きな被害を受けています。

志賀町災害ボランティァセンターは1月26日に
活動を開始しました。事前登録してくださった
ボランティアさんが続々参加してくださいました。

徐々に参加人数が増え、現在は志賀町及び
近隣市町からの参加は直接申込が可能です。

活動自体もさることながら、いつも
皆さんの笑顔に元気が出る思いです。

運営スタッフもまたボランティア。
様々な方が大勢活動しています。

日本中のあちらこちらからたくさんの方の
応援を頂いています。ありがとうございます。

たくさんの物資もご提供いただきました。
「西能登あかり」ちゃんの
ステッカーは大人気です。

　現在「志賀町災害ボランティアセンター」は、主に被災者の

災害復旧ニーズと活動参加ボランティアとの間をつなぐお手伝

いをしています。活動開始までに時間がかかりご迷惑をおかけし

ましたが、地震発生からすでに3カ月が経過しました。

　私たちもなんとか体制を構築し、本当にたくさんの方々のご支

援のもと活動してまいりました。一方で、目の前のニーズに対応

するのに精一杯で、本当に必要な生活課題への対応ができて

いるのかをいま一度考えなくてはいけない時期に来ています。

　声なき声や表面に出ないニーズをどうやって把握するのか、

依然待機中のたくさんのボランティアへの対応策はないのか、

など悩みはつきません。それでも、なんとなく顔見知りだった人と

人とのつながりが、どんどん強くなっていく喜びも感じています。

　未来を担う子どもたちや、ここをふるさとだと思ってくれている

人が、能登をずっと好きなままでいてくれるようこれからも活動

を続けてまいります。

「ふだんのくらしのしあわせ」
を取り戻すために


